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◇ 先月，今月にまたがり特集記事『量子ビームを用いる分析

化学～いまからあなたも仲間入り～』が掲載されました。量

子ビームが非常に多岐にわたり応用され，かつ実用性の高い

分析手法であることが実感できました。私も仲間入りすべく

勉強させて頂いています。

◇ 2021 年のノーベル化学賞は有機触媒の開発に貢献した二氏

が受賞されました。狙った化合物をしかも効率的に作り上げ

る技術は，化学合成の理想であり，新たな機能を持つ物質の

開発は新たな分析技術の創出にもつながる大きな進歩と思い

ます。

◇ 分析化学会年会が昨年に引き続きオンラインで開催されま

した。昨年よりも発表件数が増え盛況であったこと，改めて

御礼申し上げます。交通費が不要であることもあってか，参

加者のうち学生さんの割合がやや増えました。オンライン発

表にも慣れ，かつシステムがより安定したこともあり，トラ

ブル件数は少なくなりました。今後，対面，オンライン双方

のメリットを活かした学会運営を期待します。

〔H. H.〕
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□Ｒ 複写される方へ

日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関

する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物

を複写する場合は，学著協より許諾を受けて複写してくだ

さい。

〒1070052 東京都港区赤坂 9641 乃木坂ビル 3 階

一般社団法人 学術著作権協会

FAX：0334755619 Email : info＠jaacc.jp

なお，複写以外の許諾（著作物の転載願い等）は，学著

協では扱っていませんので，直接日本分析化学会へお尋ね

ください。
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